
 

  平成 27年度メインテーマ 『  真 の 包 括 ケ ア を 求 め て 』 

          ～ 次 世 代 と の か か わ り ～ 

第 141回 大村市在宅ケアセミナーご案内 

日 時   平成２８年 1月 ２１日（木） 18:45 ～ 

場  所   大村市医師会館 講堂（開催場所を変更してますのでご注意下さい。） 

内  容  ① ＩＴを用いた地域医療連携  ～よりよい多職種連携を求めて～ 

           これからの「地域包括ケア」において、医療と介護の連携は欠くことができません。 

             今、全国でも注目を浴びている長崎県の取り組みを紹介します。 

講 師     長崎県医師会 常任理事   牟 田 幹 久 先生 

② 新年会  会員相互の情報交換の場、沢山の参加をお待ちしています。 

       会費  １，０００円 

 

     大村市在宅ケアセミナー市民公開講座を開催しました。 

                     

平成２７年１１月１５日（日）大村市健康福祉まつり会場内にて、 

                   大村市在宅ケアセミナー市民公開講座を開催致しました。 

                    当日は、１６９名の参加で会場は沢山の市民・会員の皆様で一杯に 

                   なりました。 

                   参加された皆さんからも「楽しく学べた。」「勉強になった。」 

等の意見が寄せられました。 

 

四校合同講演会で、在宅ケアセミナ－から岡先生が講師としてお話されました。 

『家族のあり方、そして命を考える～超少子高齢化社会の中での介護と子育て』 

日時：平成 27 年 10 月 30 日（金）19:00～ 21:00 場所：大村市立大村中学校 (講師:岡浩之先生、宮田雄吾先生) 

参加者：大中２２名、旭小２４名、東小１３名、三城小５１名   合計１１２名 

感想として、・家族で命について話し合うきっかけになった。・認知症の見極め等具体的な話で勉強になった。 

・命、自殺について、周囲にそういう人が出た場合の対応について、動揺するだけでなく話を開くこと、死んで 

ほしくないと口に出すことは知識として心に留めておきたい。等の意見が寄せられました。 

市民公開講座・外部活動講演会のアンケート結果等詳しくご覧になりたい方は、事務局までご連絡下さい。 

 



 

第 140 回 大村市在宅ケアセミナー 開催報告 

会 場  大村市民会館３階 大会議室    参加者  98名 

内  容 「 ＨＩＶ講演 」  

 進 行     長崎大学感染制御教育センター センター長  泉川 公一 先生 

 講 師   １、ＨＩＶ感染症について（疫学・症例） 

       長崎大学熱帯医学研究所臨床感染症分野（熱研内科） 

       長崎大学地域包括ケア教育センター助教  高橋 健介 先生 

       ２、ＨＩＶ感染者の高齢化と療養支援及び地域連携（症例） 

        １）地域医療連携センター看護師     熊脇 晶子 先生 

２）国際 1病棟看護師               榎 志帆 先生 

       ３、なぜＨＩＶ感染症か？職業感染予防を含めて 

         感染制御教育センター助教          塚本 美鈴 先生 

       ４、ＨＩＶ患者の高齢化と利用できる社会資源 

        （施設に入所したら実際にかかる治療費用など含めて） 

         地域医療連携センターＭＳＷ        原口 友美 先生 

 

大村市在宅ケアセミナー 質問・感想 

● 塚本美鈴先生への質問（回答は HP に掲載します） 

「乾燥性アルコール」の重要性が良くわかりました。当院でも看護スタッフは個人用ポシェットをつけて常に使

用を心がけています。長大での医師のアルコール製剤、使用率はどの程度でしょうか？ 

● ＨＩＶの治療がこんなに進んでいるとは知らなかった。とてもためになりました。 

せっかく学んだので訪看として今後依頼があれば受け入れていきたいと思いますが、医療機関をはじめ多職種で

の連携が必要だと痛感します。 

● ＨＩＶに関しては感染者も増え治療も高額となり、なかなか継続できない状況がある。ＨＩＶ発見から感染 

した方が現在では高齢になり介護が必要な年令になってきている。今後私達に大きな影響（仕事上）が考えられ

るので今回のセミナーでの事例等、参考にできる資料があるので活用したいと思います。（予防策は必ず励行し

ないと自分の身は守れないと思いますので伝達していきたいと思います。 

● 知ることの大切さを改めて感じた。困られている方の支援をしていくのが我々の仕事ですので正しい知識で

ケアを行っていきたい。   ● 在宅につなげるまでの過程がとてもよく分かりました。 

 講師の先生よりお礼のメールがありました。その他詳しく知りたい方は、下記ホームページをご覧下さい。 

http://www.mh.nagasaki-u.ac.jp/nice/nic-network/index.html  沢山の感想ありがとうございました。 
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